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1．はじめに 

現在、多くの動画教材が授業の中で使われている。しかしながら、動画教材は、受動的であり、 理

解の状況に関わらず進んでしまう。理科の授業をより分かりやすく、理科教材を工夫するためには、た

だ動画を流し見するのではなく、自らの手で動画の再生停止し、理解できていない部分を繰り返し見

ることが必要である。静止画を連続的に重ねることで動画と同じような教材が作れることができ、自らの

手で繰り返し画像を見ることができる代表的な方法として、パラパラマンガやスキャニメーションがあげ

られる。スキャニメーションとは、複数の画像を 1枚に合成し、シマ模様のスリットシートを重ねてスライド

させることによる残像効果により、アニメーションとして見せる方法である［1］。 

本研究では、理科の科目を中心にスキャニメーションを用いて教科書を作るための条件を教員に提

示することを目的とした。 

  

2．方法 

   スキャニメーション画像は、Windows ソフト「ステレオフォトメーカー」を用いた合成した。画像を合成す

る際のピッチ数は、30∼90lpi の中で変化させた。3・5・7 枚の中で変化させた。スリットシートも同様の条

件で作成した。なお、スリットシートは OHP フィルムを使用した。スキャニメーション画像には、ビデオ撮

影した動画から静止画に変換したものを使用した。 

  

3．結果 

   本実験では、ピッチ数が 30∼90lpi の中で変化させ、画像枚数が 3・5・7 枚の中で変化させた。30lpi で

画像枚数 3枚を Fig1で示し、60lpiで画像枚数 5枚を Fig2で示し、90lpiで画像枚数 7枚を Fig3で示

す。ピッチ数が 30lpi で幅が 1.2mm、60lpi で幅が 0.8mm、90lpi で幅が 0.6mm だという事が分かった。

ピッチ数は 50・60lpi、画像枚数は 5 枚が一番見やすいことが分かった。その他の lpi や画像枚数の比

較結果は、ポスターにて発表する。 
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